
■不審者、侵入者への対応

不審者? 立ち入り

男女、分掌を問わず対処

      不審者かどうかの確認

                           居合わせた職員が確認                             
                    複数で直ちに現場へ                                
                   「何かご用ですか？」                              

正当な理由がある場合    不審者と判明

      事務室受付へ案内OK                                        

  退去要請

                       「用件の無い場合、校内には立ち入りは
                                  ご遠慮ください。」

                              「騒音は学校では迷惑です。」
                                 相手の態度に注意し、冷静に対処
                                 危険を伴うことは避ける

  不退去、暴力的言動、無理に侵入等

                               隔離し警察へ通報

                             牧之原警察：２２－０１１０

                     相良交番：５２－００５２
                       管理職に連絡
                  退去の説得、暴力行為の抑止
           サスマタや盾で防御

校内に立ち入った場合 生徒の安全確保

                   第２応接室に隔離                      全校へ放送により周知
              生徒を避難誘導

  警察逮捕

■不審者侵入防止のための３段階の観点

段  階 具体的な方策

① 校門 校門に来訪者に対する案内を表示

② 校門から校舎入り口 来訪者の校舎入り口や受付への案内

③ 校舎への入り口 事務室にて来校者の受付管理、夜間は入口の施錠（自動ロック）



■学校に犯罪予告・不審物等があった場合の対応フロー

      ・気づかれないように注意しつつ、周辺の

       教職員に合図（携帯電話）で知らせ、電

       話機のスピーカー機能を入れる。                 ◆絶対に不審物には

      ・周辺教職員は録音機能機器で録音開始                触らない。

      ・電話対応者、周辺教職員のそれぞれが必              ・付近の生徒に遠ざ

       ずメモを取る。                          かるよう指示

      ・落ち着いて、以下の事項をできるだけ詳              ・応援を求め、校長

       しく聴き取る。                          への報告を依頼

生徒・教職員等に以下の対応を指示

※速やかに保護者に「Ｃラーニング」で連絡

生徒登校前 生徒在校中 生徒登下校中

生徒 自宅待機 避難場所へ集合 登下校中の生徒は帰宅

学校にいる生徒は避難場所へ集合→集団下校

教職員 避難場所へ集合 避難場所へ集合

    ※避難場所は（学校、地域の一次避難場所等）

    ◆教職員の捜索・点検等は実施しない。

    ※危害予告・不審物発見時の避難場所（・第一候補―校庭  ・第二候補―体育館）

不審電話の入電 校内での不審物発見

爆発物等について

・いつ爆発するか、どこにあるか

・どのようなものか（形状、大きさ等）

・仕掛けた理由、要求、動機等

相手の特徴

・性別、年齢（子ども、成年、老年等）

・声の特徴（高さ、質、方言の有無等）

・周囲の環境音（電車走行中、駅等のアナ

ウンス音等）

電話対応
周辺立入禁止

措置等

校長（不在の場合は代行者）へ報告

牧之原警察（0548-22-0110番）通報

静岡県教育委員会に第一報

健康体育課 054-221-3677
牧之原市教育委員会に第一報 0548-53-2600

事後対応 ・安否確認  ・集団下校  ・心のケア

     ・保護者、報道機関対応（必要に応じて）



◆交通事故発生時の対応フロー

      ・連絡者を落ち着かせながら、右記の事項

を聴き取る。

      ・聴き取り内容は、復唱しながら確認し、

       必ずメモを取る。

                     未通報の場合

現場急行（学級担任・養護教諭又は生徒課長・生徒課）※必ず複数で対応

救急手配・搬送未了 救急搬送済み

・事故現場へ急行（救急セット、連絡用携帯電話携行）

・負傷者等の応急手当

・現場周辺にいる他生徒への対応（安全確保、当面の

行動指示等）

・警察への対応（可能な範囲で警察等から情報収集）

（必要に応じ）救急車同乗

・学校への状況報告

・搬送先へ急行（連絡用携帯電話を携行）

・負傷者等の容態把握

・警察への対応（可能な範囲で警察等からの情報収集）

・学校への状況報告

現場からの情報をもとに、以後の対応を判断

◆複数生徒の被災など、重大、深刻な事故の場合は、事故災害対策本部を設置、組織的対応の体制を取る。

交通事故発生の第一報

電話等の聴き取り

救急（１１９番）通報

事後対応 ・生徒への説明（状況に応じ集団下校等）

     ・保護者、報道機関対応（必要に応じて）

     ・心のケア

聴き取り項目

・生徒本人及び被害（ケガ等）の程度

・事故発生場所、発生時刻

・事故の状況（概要）

・加害事故、被害事故の別

・救急車の手配状況、搬送先

・１１０番通報の有無

手分けして以下の対応を指示

校長（不在の場合は代行者）へ報告

牧之原警察（0548-22-0110番）通報

静岡県教育委員会に第一報

健康体育課 054-221-3677

生徒保護者に第一報

（教頭）


